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『

続
日
本
労
働
者
階
級
状
態
史』

：
ぃ
リ

• 

• 

• 

• 

•

i 

-

:

本
書
は
、.
そ
の
題
名
を
み
て
も
わ
か
る
ょ
う
に、

. 

著
者
が
さ
き
に
世
に
問
う
た
力
作
、

「

日
本
労
働
者 

階
級
状
態
史J.C

三
甶
学
^
-雑
誌
' 
十
ー
月
罾
、
i
 ヾ

新
刊
紹
介
：を
参
照
さ
れ
た
ぃ

)

_€>
続
篇
で
ぁ
る
。
前 

者
に
劣
ら
ず
尨
大
な
本
書
の
内
容
は
，
敗
戦
後
の
労
，
. 

働
者
階
級
.の
状
態
を
、:.
豊
富
な
資
料
を
通
じ
て
，
克 

明
に
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
つ
ぎ
の
ょ
う
な
諸 

.章

.か
ら
成
ウ
.て
.い
る
。
'
.
.
.
.
.

• 

. 

. 

•

.
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.

'.
第
一
章
肷
戦
直
後
の
荒
廃
•
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン

.
、
.
：
•
• 

.

. 

.

.
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：
：
.

.

. 

.

.

.
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.
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,

の
な
か
め
嘮
働
读
階
級':(

'ー
九
四
五
年〜

1
九
四
八
:■ 

年)

，
.第I

節
：経
済
的•

社
会
的
屢
と
イ
ン
フ
レ;: 

丨
，.ゾ
ョ
ン
、

第
二
節̂

後
労
锄
者
数
の
員̂
と

構
ぽ 

■€
>
諸
康
化
、
第
三
節
労
働
条
件
と
生
活
、
.第
四
節
兔 

働
者
組
織
の
.急
展
開
，
第
五
節
労
働
争
議
の
爆
発
的

展
開
と
そ
の
推
移
、
第
六
節
戦
後
労
働
政
策
の
発
足 

ど
変
転
、'.
'
-
第
ー
：
一
章
％

領

政

_

の
痤
済
再
建
過
程
と
ノ 

:労
働
者
階
級(

，1
九
四
九
年〜

1
」

九
五
.？
年)

：、
第1.

 

節
ド
ツ
ジ
:-
:
.
'
.
>
ィ
ン
実
施
：丨
講
和
条
約
成
立
前
後0'-
' 

経
済
情
勢
^
独
占
資
本
、
：
第
一

一

節
労
働
者
階
級
の
数' 

d 

.的
推
移
と
構
成
、
第
一
一

一

節
労
働
条
件
の
：変
化
、：
.第
四 

敵
デ
.フ
.レ
と
特
需
下
の
努
働
者
生
活
、'第
五
節
労
働
._ 

.

.組
合
運
動
の
後
退
と
關
争
、
第
六
.節
社
会
党
分
裂
と 

:共
産
党
弾
：圧
ハ
第
七
節
労
働
立
法
に
現
わ
れ
た
労
働 

政
策
反
動
.化
の
強
ま
り、
.第
三
章
サ
シ
' フ
ラ
ン
.シ
ス
：

働
姐
合
の
立
直
り
、
第
六
節
労
働
争
議
の
増
大
と
，記 

録
的
大
争
議
の
頻
発
、'
翁
七
節
共
I

.

の
党
内
抗
争
：

■'
.
.
;
激
化
と
社
会
党
：の
統
一
ル
、
第
四
章
技
㈣
豸
新
：
合 

:'
理
化
の
.発
展
i
労
働
者
階
級
：
ニ
^
五
2£
,年〜

.ー
へ
九 

:

.六
0
年)

,一：第一

節
一
九
五
五
年
以
後
：の
経
済
局
面
ノ 

丨
設
備
投
資
と
独
占
の
発
員
、S

—-
㈣
胄
働
者
階
級 

.

.

.の'増
大
と
構
成
変
化
、
第
三
節
労
働
条
件
の
変
化
と
.

生
活
状
態
、
第
四
節
労
働
組
合
の
推
移
と
_
爭
の
発 

展
、
あ
と
が
き
。

本

書

办

特

徴

は

、

ひ

，と
つ
：
は

内

容

の

広

は

ん

で

多 

岐
に
わ
た
って
い
る
.
こ
と
と
、

そ

の

説

明

の

'
実

証

的 

な

こ

と

で

あ
る
。
そ
し
て
いま
ひ

と

つ
は
、
そ
の
時 

代
因
分
に
つ
.
い
，
て

の

牌

題

で

あ

.

る
。
.内
容
そ
の
も
の 

に
つ
い
て
は
、

文
字
通
り
、
客
観
的
な
^
実
の
集
樹 

を
通
じ
て
労
働
者
階
級
の
状
態
，を
克
明
に
描
き
出
し 

:て
ぃ
.る
し
、-
そ
の
意
味
で
は
、
'資
料
的
価
値
は
大
き

の
で
あ
•る
が
.、
そ
.'5
し
た
事
実
の
描
写
の
点
で
は
、
 

わ
れ
わ
れ
に
迫
る
も
.の
が
あ
る
に
し
て
も

、

「

资
料

て
'
.
'
：

 

. 

-
.

:

ま
け」

と
で
も
い
お
ぅ
か
、..あ
ま
り
：に
も
実
証
性
を 

重

ん

じ

よ

う

と

す

る

：
努

力

が

逆

に

，
、
，
た

ん

に

4?
実
の

コ
講
和
条
約
以
後
、
合
理
化
攻
勢
下
の
労
働
者
階
敗
，
 

二
九
五
：一：

一

年〜

—*
九
五
.四
年r

第

1
節
合
理
化
.
.
.'■
■

：

独
占
強
化
と
デ
フ
レ
恐
慌
、
第
一

一

節
労
働
ガ
の
•量
的 

推
移
と
内
容
.の
変
化
、.
.第
三
節
合
理
化
と
労
働
条
阶. 

の
変
化
、

：

第
四
節
労
働
者
の
生
活
状
態
、.第
五
節
労
、

い
こ
と
は
い
ぅ
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
読
ん
で
い 

て
感
ず
る
こ
と
は
、
前
者
と
同'1
:
ょ
ぅ
に
、
客
観
的 

な
資
料
を
蒐
集
し
て
、
労
働
者
階
級
の
'状
態
の
推
移 

を
明
ら
か
に
し
て
い
な
が
ら
、
や
は
り
法
則
性
の
追 

.

.
求

：
と

い

ぅ

点

で

、

い
、
さ

さ

か

欠

け

て

い

.
る

点

は

指

摘 

_
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
体 

験
か
ら
し
て
忘
：れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
の
第
一
一
次 

.世
界
大
戦
後
の
時
期
の
苦
し
か
つ
た
記
憶
は
、
本
書 

を
読
む
こ
と
：に
よ
つ
て
、
生
々
し
く
想
い
出
さ
れ
る

集
積
"
ぃ
ゎ
ゅ
る
.

「

事
件
史j

的
な
印
象
^.
ま
灯
が 

れ
る
こ
.と
は
で
き
な
，い'。
.
M
う
ま
で
も
な
く
、
労
働 

者
階
級
の
状
態
史.の
研
究
は
、.
H
労
働
者
階
級
の
組 

織
状
態
や
そ
の
推
移
お
ょ
び
内
部
矛
盾、.⑶
労
働
者 

.
の
生
活
諸
条
件
の
変
化
、㈢
労
働
者
階
級
.の
前
衞
政
. 

党
と
.の
相
互
関
係
な
ど
と
と
も
に
、
㈣

資

本

の

集

中
• 

集
積
の
過
程
、㈤
支
配
権
力
の
対
労
働
者
政
策
の
変.
 

遷
、
㈥
そ
し
て
さ

ら

に
国
際
政
治
.の
国
内
へ
の
影
響 

な
ど
が
問
題
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
正
し
く 

著
者
は
こ
う
し
た
視
点
に
立
ち
な
が
ら、. '何
も

か

も

：

.
織
り
こ
も
う
と
努
力
さ
れ
て
い
る
た
め
'
い
か
に
も 

整
理
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
欠
陥
に
お
ち
こ
む
こ
と 

に
な
っ
た
。.も
ち
ろ
ん
、.
こ

れ

は

、

必

ず

.し

も

著

者 

の
貴
任
で
は
な
く
、.戦
後
の
時
期
が
、
ひ
と
'つ
の
歴 

史
的
な
時
期
と
じ
て
評
価
さ
れ
石
段
階
に
き
て
い
な
：
 

:
1
Vた.め
.で
.も
あ
.る
が
、.
.
.
さ
き
に
の
ベ
，た
ょ
う_̂.
-
.
条̂
. 

件
を
有
機
的
に
関
速
名
せ
て
い
'な
い
う
ら
み
が
あ
る 

点
に
あ
る
と
思
う
。

 

• 

.
'つ
ぎ
に
時
期
区
分
の.問
題
で
あ
る
.が
、
.著
者
4
 

第tl

章
と
第11

•一
章
と
'を
わ
け
る
嶺
と.し
：て
、
.
.一，九
五
. 

ニ
年 

'

(

昭
和一.1

七
年)

.-の
サ
ン
フ
フ
ン
シ
ス
コ
条
約 

を

お

げ

て

い

‘
が
、
と
れ
は
耍.ず

る

，
に
：
、
；
■
朝

鮮

戦

争

.
“ 

新

，
刊

紹

介

.

.

:

を
契
機
と
し
て
独
占
資
本
の
再
編
成
が
す
す
み
、
労 

働
者
階
級
へ
の
攻
擊
が

r

段

：
ど

強

化

.さ

れ

た

と

い

う 

意
味
に
お
い
：て
画
期
を
な
す
も.の
.と
思
わ
れ
る
が
、

し

か

し

そ

う

い

う

意

味

広

お

：
い

て

：
は

ー

九

五

〇

年

の

.

朝

鮮

動

乱

前

後

.を

中

心

と

.す

る

労

慟

者

階

級

_に
：
'
た

^
 

す

る

反

動

政

策

の

方

が

む

し

ろ

重

要

.で

、
，
，
戦

後

.
日

本 

労
^
運
動
の
.転
機
を
な
す
も.の
.と
考
え
ら
れ
る
が
ど. 

う
で
あ
ろ
5
か
。
朝
鮮
戦
争
の.、
日
本
の
資
本
主
義
，
 

お
よ
び
労
働
者
階
級
に
あ
た
え
た
影
響
を
、
-:
.い
.ま
少 

し
重
視
し
て
も
よ
い
の.で
は
な
か
ろ
う
：•か
。

.以
上
、
卒
直
な
印
象'を
0
べ
た
が
、
本
書
の
も
つ 

資
料
的
価
値
は
、
労
働
者
階
級
状
態
史
と
な
.ら
ん 

で
、
.日
本
の
労
働
運
動
史
を.研
究
す
る
者
に
と
つ
て
， 

不
可
欠
の
業
績
と
な
る
も
の
と
確
信
す
る
。
兔
働
運
' 

動
史
、、.
.経
済
史
を
専
攻
す
る
す
べ
て.の
.人
.々
^
本
書 

を
推
樊
す
^
■も
の
で
：あ
る
。
：'

(

一一--
:書
房
i
\ A 
5
;

五
四
八
頁
'
.
:三
〇
©

0
円)

.
：
/,
:

:

.

.

飯
.

由
.

.

.

.鼎
I

■
':
:
国
際
経
済
学
会
編，：
：
，

.

.

.

.

.
:

.

『

世
界
経
済
と
国
際
通
貨』

(

国
際
経
済
第
十
三
号

)

,

:

ン
：
：

，
7

 

■

一
ノ
.本
書
.は
、
六
'

1

年
十
月
に
富
山
大
学
で
行
な
わ
れ 

，
た
国
際
経
済
学
会
第--
-1

十

回

大

会

.
に

お

け

る

報

告

お 

よ
.び
論
議
を
ま
，と
め
た
も
の.で
あ
る(

そ
れ
以
前
の 

.大
会
の
成
果
も
国
際
経
済
の
と
れ
迄
の
各
号
に
収
め 

ら
火
て
お
り:

■大
ぃ
に
参
照
さ
る
べ
き
も
の
で
あ 

.
る)

。
•本
書
の
主
要
な
特
微
は
、
.毎
会
そ
の
時
の
世 

.界
経
済
に
.お
い
て
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る
共
通
論
題 

.が
選
ば
れ
.て

そ

れ

に

中

心

を

お

い

て

論

^

が

行

な

わ 

'れ

jて

い

：
る
.
こ

上

と

、
.
学

会

に

お

.
い
.
.
て
こ
.
.
の
.
テ

!

マ
.
.
を 

め

ぐ

つ

て

行

な

.わ

れ

た

合

同

討

論

が

そ

の

ま

ま

仅

録 

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
で
あ
ろ
ぅ
。

:

.
こ

の

こ

と

：
ゆ

、

'

世

界

経

済•
国

際

経

済

，
に

.
お

い

て
 

.

.

.
そ

れぞ
: i
t

の
持
点
で
焦
点
と
さ
'
れ
、

も

.つ
と
も
各
論 

者

が

：
関

心

を

注

い

だ

問

題

が

何

‘
で
あ
り
、

そ
の
問
題 

.が

：
学

界

與

お

：
い

て

如

何

に

と

ら

え

ら

れ

、

未

解

決

な
 

あ

る

い
は
究

明

さ

る'ベ
：
き

点.が
.
ど

こ

に

あ

る

か

を

'
明
 

示

す
. ^

こ

と

に

な

ろ

ぅ

。

.̂

か

し

反

面;>
.世
界

経

済
 

::
八

五
',(

1

--*

ニ 
九)


